
 

戸田市薬剤師会 臨時理事会議事録       
 

日 時 令和４年 8 月 23 

日 13:00~15:30 

 

出席者 

染川、野口、武長、鎌田、佐貫、

芹澤 

場 所 多世代交流館 A 会議室 

 

議 題 
1. 報告事項 

• 戸田市薬剤師会学術研修会開催の件  

• 大前町会地域ケア会議開催の件  

 

2. 検討事項 

• クイズスタンプラリー 資料添付 

進捗報告と意見抽出：薬局での配布数を伸ばし、参加者数の増加につなぐためにはどのようにすれば良いか 

• 健康祭りタイムテーブル（案）  

• 服薬フォロー義務化に伴う業務のサポート  

• Google 利用：メールの一斉送信やストレージの利用 

• アセトアミノフェン製剤の備蓄（危機管理委員会） 

 

3. その他 

• 埼玉県薬剤師会ブロック会議 8/28(日)ZOOM 開催 

• 戸田市薬剤師会移転登記終了（8/1 付） 

 

 

 

 

会議内容 
 

  行政との会議 

 

会議に先立ち、戸田市役所子供家庭課、障害福祉課より、当該医療費（乳幼児、重度障害、ひとり親）の県内全

域での現物給付方式について説明があった。すでに埼玉県と埼玉県薬剤師会の間で現物給付に係る協定書に

基づき、７月に協定を締結しているとのこと。 

乳幼児、重度心身の医療については R4.１０〜、ひとり親医療については R5.１〜開始となる。ポスターを配布する

とのこと。受給者証については色、デザインが変更あり。証明書についてもフォームが変わるので、現在のものは

使用できなくなる。 

記録日 R4.8.23 
記録者 芹澤 



 

報告事項 

• 戸田市薬剤師会学術研修会開催の件について鎌田理事よりアナウンスあり。 

R4.11.１５ 戸田中央総合病院 内山先生による講演の詳細を詰めている。 

• 大前町会地域ケア会議開催の件について、芹澤副会長より説明あり。中央包括支援センターより 

① ケア会議前のお薬に関する出前講座の講師派遣依頼 

② 大前町会地域ケア会議への出席 

      上記２点についての依頼が染川会長宛にいている。①の講師派遣についてはM C Sの「とだ地域活動薬剤

師の会で募集し、ケア会議については、当該エリアの薬局よりスマイル薬局、なの花薬局が出席する旨を報

告。異論なし。 

 

検討事項 

• クイズスタンプラリーについて野口副会長より説明 

進捗報告と意見抽出：今年はあくまで薬剤師会単独事業とし、昨年より多くの部数を配布することはこの事業

に薬剤師会組織として継続性を持たせるためには重要であるとの説明があり、全会一致で賛同。各薬局で戦

略的に対象者を抽出し、そこに対ししっかり宣伝していくことが重要であることも確認。また各薬局の熱量に差

が出ないよう「この事業に対し前向きの姿勢＝地域貢献の姿勢」との考えを打ち出した。ちなみにさいたま市

南区でも同様のクイズスタンプラリーが開催されるとのこと。 

• 健康祭りタイムテーブル（案）については、鯨井理事が病欠のため芹澤副会長より説明あり。前回までとの変

更点について、ミニ講演会の代わりに薬ができるまでのようなビデオを流したらどうかという意見が出たが、野

口副会長より「若い薬剤師の講演会の練習という教育の側面を持っている」との指摘があり、若い薬剤師が手

をあげるあげないではなく、その機会を提供するという意味合いに対し全会一致で賛同した。また、鎌田理事

より今年は前回までと違い、感染対策を十分に行わなければならないことの指摘があり、併せて学術研修委

員会の手袋の提供の申し出があった。アクリル板については、芹澤副会長が予備で持っているので提供を申

し出た。 

• 服薬フォロー義務化に伴う業務のサポートについて、必要であれば広報委員会で啓蒙のチラシを作成すると

の提案があった。作成することに全会一致で賛成であり、今年度中に企画予算立てを行い、来年度の事業計

画に盛り込むこととなった。 

• Google 利用：メールの一斉送信やストレージの利用について、野口副会長より提案があった。現在はいろん

な人がいろんなアドレスから発信しているし、会員リストを複数で保管し同期が難しい状況にあることを説明。

会の情報をクラウドに上げて一元化し、そこにアクセスしていく方法論については一同賛成だが、具体的にど

うしていくかは今後の課題となった。 

• アセトアミノフェン製剤の備蓄（危機管理委員会）について野口副会長より提案があった。カロナールの備蓄

に関してはワクチン接種初期に戸田市長より直々の依頼があったこともあり、アセトアミノフェンを会として備蓄

してはどうか、とのことだが、実際製品が欠品している状態で備蓄のイメージがしにくく、マスクの備蓄とは違う

との意見もあり見送られた。 

• 薬学性実務実習委員会より、報告あり。実習現場において、学生が指導薬剤師の指導より学校で習ったこと

を重視してしまい実習自体が打ち切られたとの報告あり、会として見解の統一を図りたいとの事。「現場の指導

薬剤師の指導を尊重すること」を全会一致で承認。 

 

その他 

• 埼玉県薬剤師会ブロック会議 8/28(日)ZOOM 開催 

• 戸田市薬剤師会移転登記終了（8/1 付） 



 

 

 

決定事項 
●大前町会地域ケア会議（圏域会議）に講師派遣 MCS にて募集、当該地域２薬局の地域ケア会議

への参加。 

●クイズスタンプラリー９月より配布開始。 

●健康まつりはミニ講演会継続。 

●薬学性の実務実習において、指導薬剤師を会として支持。 

検討事項 
●注射針回収の広報 
●医薬品流通の改善 
●学校薬剤師委員会の活性化 
●ホームページの活用 
●地域連携委員会の運用と当会のサポート体制 
●戸田市の薬剤師の掘り起こし 
●新たな会員区分の創設 
●戸田中央 H P 以外の病院との薬々連携 
●地域における麻薬の在庫と処方側との情報共有のあり方 
●会営薬局の設立 
●ウォークラリーの実施 
●本会情報管理及び情報発信の一元化 

 


